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エチノレコースズジハライド)から 2 種の構造異性体を分離し，そ2 ージェトキシカノレボニノレ)に(1 ,
れぞれ 1 R スペクト jレ， NMR スペクトノレなどの結果から，生成物中の γ 位のカ Jレボニ Jレ基の酸素が
スズに配位した五員環構造をとる物質であることを推察しているO また別に行なわれた X線解析で，
この推察が確認されたことを述べている。
第 3 章ではエチ Jレエステ Jレ以外のハロコハク酸ジアノレキノレエステノレや，ハロメチ jレコハク酸，ハロマ





法でジエステノレ基を有する各種の化合物を合成し，直接反応法で得られた化合物と IR および NMR
スペクトノレなどの比較検討を行ない，五員環形成の原因はスズに結合するハロゲンの電子吸引性のた
スズ原子が electropositive になり， 力 jレボニノレ基の酸素が配位しやすくなるためであると推
唱Ia? ?つ白
めに，
察している。
第 5 章は，本研究で得られた結論を総括している。
論文の審査結果の要旨
本論文は，スズとハロニ塩基酸ジエステ Jレとの直接反応で従来合成が至難であったジエステノレ基を
有する有機スズ化合物を各種合成し，さらにこれら一連の化合物に関してその構造を検討した結果，
有機スズ化合物では極めて新しい分子内五員環構造をとる化合物を多数確認している。
このように本論文は，有機スズ化合物に関する未開拓の分野に多くの新しい知見を提供し，技術的
および学術的に寄与するところが大きく，博士論文として価値あるものと認める。
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